
WJGOG 132 投与量設定フォローシート  

 

症例登録番号【 132 -     】 

 
 イリノテカン・経口エトポシドの減量規準 

1) コース中、以下のいずれかの有害事象が確認された場合、下記規準に従って次コースより減量する。  

コース内減量は行わない。 
2) 2つ以上の項目に該当した場合も、それぞれの薬剤は1段階のみの減量とする。 
3) イリノテカンがレベル-2への減量後に再び減量規準に該当した場合はプロトコール治療中止とする。 
4) エトポシドがレベル-1への減量後に再び減量規準に該当した場合はプロトコール治療中止とする。 
5) イリノテカンがレベル-2、かつ経口エトポシドがレベル-1になった場合はプロトコール治療中止とする。 

 

 

 
------------------------------------------------------------------------------------------------------- 
 

 

前コース 【第（   ）コース】 投与量 （該当 level に✔） 

イリノテカン 

□ level +2 
□ level +1 
□ level  0 
□ level -1 
□ level -2 

80 mg/m2 
70 mg/m2 
60 mg/m2 
50 mg/m2 
40 mg/m2 

エトポシド □ level 0 
□ level -1 

50 mg/body 
25 mg/body 

減量 規準 発現した 
項目に✔ 

次コース 
イイリリノノテテカカンン  

発現した 
項目に✔ 

次コース 
経経口口エエトトポポシシドド  

血小板数 50,000/mm3 以下 □ 1レベル下げる － 変更なし 

Grade3の発熱性好中球減少 □ 1レベル下げる － 変更なし 

Grade3-4の好中球減少を伴う感染 □ 1レベル下げる － 変更なし 

AST / ALT 200IU以上 □ 1レベル下げる － 変更なし 

血清総ビリルビン 3.0以上 □ 1レベル下げる － 変更なし 

クレアチニン 2.0 mg/dL以上 □ 1レベル下げる － 変更なし 

Grade3以上の悪心、嘔吐、食欲不振 － 変更なし □ 25mg/bodyに減量 

増量 規準 発現した 
項目に✔ 

次コース 
イイリリノノテテカカンン  

発現した 
項目に✔ 

次コース 
経経口口エエトトポポシシドド  

前コースにおいて血液毒性、非血液毒

性がすべてGrade1以下 □ 1レベル上げる － 変更なし 

次コース 【第（   ）コース】 投与量 （該当 level に✔） 

イリノテカン 

□ level +2 
□ level +1 
□ level  0 
□ level -1 
□ level -2 

80 mg/m2 
70 mg/m2 
60 mg/m2 
50 mg/m2 
40 mg/m2 

エトポシド □ level 0 
□ level -1 

50 mg/body 
25 mg/body 

 □ 中止     


